
 

 

 

 

 

 

 

 
人の数だけ「ふつう」がある      校 長  下川床 光浩 

 金子みすずさんの「私と小鳥と鈴と」に出てくる「みんなちがって みんないい」。 

この言葉の奥には「人はそれぞれ個性があり，一人一人が違っている。だからお互いの

個性や違いを認め合い，それを受け入れ支え合っていくことで幸せになれる。」という意

味があると言われます。 

 この２年，子どもたちにはその想いを伝え続けてきました。「人の数だけ「ふつう」が

ある」という言葉も，様々な個性を持った子どもたちが，お互いを尊重しながら成長して

いく姿をめざす言葉です。今のこの小学生時代に「大人になった時に豊かな人間関係を築

く基礎」を自分のものにしれくれれば。そういう想いでした。ただ，想いは完全に届かな

かった気がします。まだまだ伝わらなかったことがたくさんあります。 

 この２年間，コロナ禍の中で，保護者や地域の皆さんとの交流も思うようにできません

でした。それでも，教員生活の最後がここ粟ケ窪で良かったと心から感じています。 

最後に，私にとって最後の卒業証書を渡す教え子に送った言葉を紹介します。 

ありがとうございました。「５５色の未来」と「５５色の夢」を楽しみに，お別れです。 

   

 

 ３月１２日（土）に，夢先生による講話がありまし

た。本校では，例年，粟ケ窪小学校の卒業生が「夢先

生」として，在校生に自身の経験や夢実現のために

講話する機会があります。 

 今回は，「夢先生」として 田原なるみさんをお呼

びしました。田原なるみ先生は，中学校時代に親元

を離れて，寮生活を送りながらソフトボールに打ち

込んだこと，２つの進路で迷ったことなどを話して

くださいました。また，これまでの経験から，子ども

のころから好きだと思うことにとことんチャレンジ

したり，目標をしっかりともったりすることが夢実

現のために大切だということも教えてくださいました。子どもたちは，自分たちの身近な先輩で

ある「夢先生」の話を聞いて，「中学校から，自分のチャレンジしたいことに向かって，親元を離

れて，洗濯や掃除をしていてびっくりした。」 

「自分の夢に向かって，目標をしっかり決めることが大切だと分かった。」「周りの人に話を聞い

て，悩んだり迷ったりしながら，自分の考えを決めていきたい。」などと，様々なことを感じてい

ました。講話の最後には，どの子も「今の自分の夢」を掲げ，将来の自分について考えることが

できました。【粟ヶ窪小学校のホームページのブログへも掲載しておりますのでご覧ください】 
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〔４月の主な行事予定〕 
 
６（水）新任式 始業式 入学式 

１１（月）身体計測 視力検査 聴力検査 

いじめ問題を考える週間～1５日 

１２（火）不審者・侵入者対応訓練（３校時） 

１３（水）知能検査（2･4･6 年生） 

１４（木）学級 PTA  

１８（月）交通安全教室（３校時） 

１９（月）内科検診 尿検査 

     全国学力・学習状況調査（６年） 

２６（火）1 年生を迎える会 

２７（水）ＮＲＴ学力調査（国・理） 

心臓検診（１年）眼科検診 

２８（木）ＮＲＴ学力調査（社・算） 

２９（木）昭和の日        

入賞おめでとう 

【夢先生の講話】～「夢先生」ありがとうございました！～３月１２日(土) 

 

【いきいき教育活動賞】 

令和２年度「楽しい子育て全国キャンペーン」三行詩 

～家族で話そう！我が家のルール・家族のきずな・ 

命の大切さ～ 

【小学生の部】 

 文部科学大臣賞 ２年 下窪 剣心 

【体力アップ！チャレンジ鹿児島】 

【小学２年生の部】 

「のばしてコロコロ」ランキング５位  

【小学３・４年生の部】 

「２人でさっさ」 ランキング９位  

【鹿児島県図画作品展】 

【入選】 １年 満永 琉陽 

【夢先生の田原なるみさん】 

【愛校作業】～ありがとうございました～２月２７日(日) 

 
 卒業式，修了式を前に保護者の皆さんが，体育館や教室をきれいに掃除

してくださいました。お世話になった教室をきれいにしようと，5・６年

生にも手伝ってもらいました。普段は子どもたちの手が届かない窓や扇

風機などの掃除をしていただきました。限られた時間でしたが，きれいに

なりました。気持ちよく卒業式や修了式を迎えられそうです。 


